
特許紹介 
 

 

株式会社ジオ技術研究所 

 

地図データ生成システム 

 

 

 特許第 5847891号 

 

 

  従来技術では、車載カメラにせよ、航空写真にせよ、

道路白線のデータを生成するためには、現地調査が欠か

せなかった。従って、全国いたるところで道路白線を描画

させようとすれば、その調査負荷は多大なものになってい

た。道路白線に限らず、横断歩道、停止線など他の道路

標識のデータについても同様であった。本発明は、かかる

課題に考慮し、道路標識を描くためのデータを、軽い負荷

で生成可能とすることを目的とする。 

 

 （請求項 7） 

 【請求項 1】 

地図を描画するための地図データを生成する地図デー

タ生成システムであって、道路をノードおよびリンクで表し

た道路ネットワークデータを格納する道路ネットワークデ

ータベースと道路を描画するためのポリゴンデータを格納

する描画データベースと車両通行帯を区分するために道

路上に描かれるべき道路表示の形状および位置を規定

する道路表示規定データを格納する道路表示規定データ

ベースと前記道路表示規定データにより定まる位置に、

該道路表示規定データに規定された形状で、前記道路表

示を描くための道路表示データを生成する道路表示生成

部とを備え、前記リンクは道路形状の応じた折れ線で規

定されており、前記道路表示生成部は前記リンクをその

長さを変えずに直線上に伸ばした直線リンクを生成し、該

直線リンクに対する前記道路表示データである直線道路

表示データを生成し、前記リンクの折れ線の折れ曲がり

点に対応する箇所で、前記直線道路標示データを分割し、

該分割された直線道路標示データを、前記リンクに沿って

配置することで、折れ線状のの該リンクに対する道路標

示データを生成する地図データ生成システム。 

本発明によれば、既存の描画データベースと道路ネット

ワークデータを用いて道路表示を描画するための道路表

示データを生成することができるため、現地調査の負荷

を大幅に軽減することができる。本発明の方法では、必

ずしも道路白線、横断歩道等の道路表示の位置および

形状が、完全に現地の状態とは一致しない可能性があ

る。しかし、道路表示の位置および形状が現地の状態と

多少異なるところがある場合でも、地図を見たユーザが

現地の状態と直感的に照合しやすくなるという効果は、

十分に得られるものである。 

  本発明では、描画データベース、道路ネットワークデータ

のほか、道路表示規定データを用いることによって、道路

表示データの精度の向上が図られ、上述の目的に沿った

道路表示の描画が実現される。 

 

 

【図１】 
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